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１．研究計画の概要 
 花や種子の生産量が年によって大きく変
動するマスティング現象は様々な分類群の
樹木で知られているが、東南アジア熱帯雨林
では群集レベルのマスティング（一斉開花）
が起こる。一方で、高頻度に開花・結実する
非一斉開花型樹木も同所的に生育する。本研
究では、それぞれの繁殖成功に注目して繁殖
戦略の違いの意義を考察するとともに、一斉
開花が非一斉開花型樹木（もしくは逆方向）
の繁殖に与える影響を評価することを目的
としている。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 調査地はマレーシア・サラワク州・ランビ
ルヒルズ国立公園であり、幸運にも本課題期
間中に調査地では大規模な一斉開花が起こ
った。一斉開花型樹木としては優占種を多く
含むフタバガキ科を、非一斉開花型樹木とし
ては先駆植物のディレニアを対象に、一斉開
花と非一斉開花の時期に、結果率・結実率・
実生生残率・花粉散布距離・送粉者などに関
する野外調査および遺伝実験を実施した。 
 一斉開花型樹木では、フタバガキ科 12 種
の実生動態を明らかにし、種によって生残率
や生残を左右する要因が異なることが分か
った。遺伝実験についてはまだ解析中である
が、一斉開花の規模と花粉散布距離の関係、
および父樹の分集団が実生の生残に与える
影響について調べている最中である。また、
資源配分の観点からは、一斉開花期間中は大
量の資源を繁殖に使うため、群集レベルでの
成長や炭素固定量が低下することも示唆さ
れた。 
 非一斉開花型樹木のディレニアでは、繁殖

成功と合わせて送粉者も調査し、キーとなる
送粉者がクマバチであること、一斉開花の有
無や場所による違いには関係なく繁殖成功
はほぼ一定であることが分かった。これは、
送粉者の種組成や個体数が変化しても、クマ
バチの種や個体数が変化しないことが原因
と考えら、高頻度繁殖樹種の繁殖戦略ともと
れる。また、送粉者にとって餌資源が乏しい
非一斉開花年の貴重な餌を提供しているキ
ーストーン種的役割を担っている可能性も
考えられた。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 一斉開花が起こる時期は不定期のうえ予
測不能だが、既に大規模の一斉開花が起こっ
たため、すでに両期間でのデータを取得でき
ているため。両期間の結果が必要なため論文
化は少し遅れているものの、平成 23 年度に
集中的にまとめる予定である。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 まず、遺伝実験を進める。次に、実生の生
残といった一斉開花型樹木の継続調査や先
駆植物の非一斉開花期の繁殖成功に関する
野外調査を実施するとともに、一斉開花年の
結果、および一斉開花年と非一斉開花年の比
較結果などを研究成果としてまとめ、学会や
論文として発表する。 
 
 
 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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